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『日刊美術通信』『美術文化新聞』 全25巻

揃定価：本体625,000円＋税 ISBN978-4-8433-6640-0 C3370
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［監修］大谷省吾 東京国立近代美術館副館長 ［解説］大谷省吾・橘川英規 東京文化財研究所 近・現代視覚芸術研究室長

■全25巻揃定価：本体625,000円＋税 ISBN978-4-8433-6640-0 C3370 A４判上製

第1回配本　全6巻　揃定価：本体150,000円＋税　 ISBN978-4-8433-6641-7 C3370 2024年6月刊行予定

●１●『日本美術新聞』第１号（1932年４月）『美術通信』第５号（1933年12月）

『日刊美術通信』1934年５月～12月　付 目次（記事） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6642-4

●２●『日刊美術通信』1935年４月～８月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6643-1

●３●『日刊美術通信』1935年９月～12月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6644-8

●４●『日刊美術通信』1936年１月～４月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6645-5

●５●『日刊美術通信』1936年５月～８月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6646-2

●６●『日刊美術通信』1936年９月～12月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6647-9

第2回配本　全6巻　揃定価：本体150,000円＋税　 ISBN978-4-8433-6648-6 C3370 2024年11月刊行予定

●７●『日刊美術通信』1937年１月～４月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6649-3

●８●『日刊美術通信』1937年５月～８月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6650-9

●９●『日刊美術通信』1937年９月～12月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6651-6

●10●『日刊美術通信』1938年１月～４月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6652-3

●11●『日刊美術通信』1938年５月～８月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6653-0

●12●『日刊美術通信』1938年９月～12月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6654-7

第3回配本　全6巻　揃定価：本体150,000円＋税　 ISBN978-4-8433-6655-4 C3370 2025年6月刊行予定

●13●『日刊美術通信』1939年１月～４月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6656-1

●14●『日刊美術通信』1939年５月～８月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6657-8

●15●『日刊美術通信』1939年９月～12月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6658-5

●16●『日刊美術通信』1940年１月～４月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6659-2

●17●『日刊美術通信』1940年５月～８月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6660-8

●18●『日刊美術通信』1940年９月～12月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6661-5

第4回配本　全5巻　揃定価：本体125,000円＋税　 ISBN978-4-8433-6662-2 C3370 2025年11月刊行予定

●19●『日刊美術通信』1941年１月～４月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6663-9

●20●『日刊美術通信』1941年５月～７月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6664-6

●21●『美術文化新聞』1941年８月～12月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6665-3

●22●『美術文化新聞』1942年１月～６月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6666-0

●23●『美術文化新聞』1942年７月～12月　付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6667-7

第5回配本　全2巻　揃定価：本体50,000円＋税 ISBN978-4-8433-6668-4 C3370 2026年6月刊行予定

●24●『美術文化新聞』1943年１月～11月／付 目次（記事・図版） 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6669-1

●25●『美術文化新聞』1947年６月～12月 付 目次（記事・図版）／1948年１月～12月 付 目次（記事・図版）／

1949年１月～６月 付 目次（記事・図版）／解説・解題 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6670-7

『日刊美術通信』『美術文化新聞』
（1932年～1949年）………………………………………………………………………………全25巻
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『日刊美術通信』
『美術文化新聞』
（1932年～1949年） 全25巻
◆監修◆

大谷省吾 東京国立近代美術館副館長

◆解説◆

大谷省吾・橘川英規 東京文化財研究所 近・現代視覚芸術研究室長
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A
電子書籍 同時刊行予定！！ 価格等は、KinoDen／Maruzen eBook Library／

EBSCO eBooks ほか各サービスにお問い合わせ下さい。

B

●主要記事および、展覧会の告知、「美通消息」などの作家の動向にかかわる「作家名」などを各巻「目次」として抽出。電子

書籍では、この一連のデータの検索が可能（ で囲ってある部分）。



監修のことば

大谷省吾
東京国立近代美術館副館長

▼ A（表紙）.『日刊美術通信』第604号（1937年４月25日）１面「我国最初の文化勲章は栖鳳玉堂両画伯に有力」（第一回文化勲章の裏話）
▼ B.『日刊美術通信』第594号（1937年４月14日）１面　「芸術文化防衛を標榜藤田の“風俗日本”再検討」（藤田嗣治の監督した映画をめぐる
トラブルを追った一連の記事の例）▼ C. 美術批評家の動向『日刊美術通信』第387号（1936年10月11日）１面　「少壮学者連を中心に美術批評
家協会結成」（他のメディアではあまり報じられない、美術批評家たちの動向の例） ▼ D.『美術文化新聞』第42号（1942年7月19日）４面「高
村光太郎『われ等芸術家は・・・』」（著名な作家の知られていない文献の例） ▼E.『日刊美術通信』第1518号（1940年4月20日）２～３面「美
術文化展評」（図版も豊富に掲載。また前衛詩人の北園克衛が本紙に深くコミットしていたことを示す例） ▼ F.『日刊美術通信』第811号（1938年
１月28日）１面「芸術統制具体化か マチス、ピカソを槍玉」（戦時下の前衛抑圧の例） ▼ G.『美術文化新聞』第150号（1949年1月30日）１
面「日本美術会と読売が対立」（２つの「アンデパンダン」展をめぐって）
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『日刊美術通信』をご存じだろうか。数年

の助走期間を経て1934（昭和9）年５月に創刊

し、1941年９月に『美術文化新聞』と改題、

さらに戦時中の休刊もはさんで1949年６月ま

で続いた、いわゆる美術業界紙である。
（＊）

B５サイズ表裏のみの２ページ（増ページ

の時期もあり）という実にささやかな体裁の

ため、所蔵する機関がほとんどない。そのた

め、これまでごく限られた人にしか知られて

いない、半ば忘れられた文献であった。しか

しここには、『アトリヱ』や『みづゑ』とい

った主要美術雑誌からはこぼれてしまうよう

な情報が満載なのである。

例えば美術団体やさらに小さなグループ展

の離合集散やその背後の人間関係、1935年の

帝国美術院改組をめぐる画壇の混乱、戦時下

の美術統制に対する様々な反応、文献の少な

い戦後まもない時期の貴重な情報など。なか

にはゴシップや、事実と異なる憶測や下馬評

（このパンフレットの表紙に掲出したのがまさに

それ）も含まれており玉石混交ではあるけれ

ども、1930年代・40年代の日本のアートシー

ンのナマな息遣いを伝えてくれる。

今後、この文献を多くの研究者が活用でき

るようになれば、この時代の美術に関する研

究が飛躍的に進み、厚みを増すことになるだ

ろう。そしてまた、ここで伝えられている人

間模様が理屈抜きに面白いのである。研究目

的で読み始めた者も、きっと研究そっちのけ

で読みふけってしまうにちがいない。

（＊）その後も『美術新聞』と改題して継続している

が今回は『美術文化新聞』時代をもって一区切りと

する。
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本書の特色
●1934（昭和9）年5月に「日本美術通信社」（現在の美術新聞社）より発行された『日刊美術通信』（後に
『美術文化新聞』に改称）をプリント版と電子書籍の双方で復刻刊行。

●本資料は、ほぼ日刊というスタイルにより、美術界の動向をリアルタイムで知ることのできる貴
重な当時の業界紙。

●当時の様々な展覧会の開催日程や内容、作家などの消息・動向などが把握可能。

●興隆期は、大阪、金沢はじめ、北京、新京にも支局を設置。

●主要記事および、展覧会の告知、「美通消息」などの作家の動向にかかわる「作家名」などを各巻
「目次」として抽出。電子書籍では、この一連のデータの検索が可能。

※主な抽出例は、見本「B」の　　　を参照下さい。このほか記事本文中からも適宜抽出しています。

●記事見出しの人名が名字等だけの場合、目次データではフルネームで収録（例＝「藤田〔藤田嗣治〕）。
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